
  

 

 

 

 

 

若狭消防組合特定事業主行動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年７月 若狭消防組合 
 

 

 

 



若狭消防組合特定事業主行動計画  

 

                                                          令和８年７月３１日 

若狭消防組合消防本部 

消防長 山 口 俊 明 

 

 

平成２７年８月に「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律(平成２７年法律第 

６４号。(以下「女性活躍推進法」という。)が制定され、女性の活躍推進に関する行動計

画の策定が義務付けられました。 

これを受け、当組合では、平成２９年７月に「若狭消防組合における女性職員の活躍の

推進に関する特定事業主行動計画」を策定、その後、女性の職業生活における活躍をより

一層推進するため事業を推進してきました。 

今回、令和７年度までの時限立法であった女性活躍推進法が令和１７年度まで延長され

たこと、また、次代を担う子どもたちが健やかに生まれ育つための環境整備を目的に制定

された「次世代育成支援対策推進法(平成１５年法律第１２０号。(以下「次世代法」とい

う。)が 令和６年５月に改正されたことを受け、両法の目的を達成するため「若狭消防組

合における 特定事業主行動計画(以下「本計画」という。)」を改定します。 

今後も職員の出産・育児における子育ての両立や支援など、子育て中の職員だけでなく

全 職員が自分のライフステージに合わせて、仕事と生活の調和(ワーク・ライフ・バラン

ス)のとれた職場環境づくりを目指し、様々な支援対策に取り組んでまいります。 

１．計画期間  

本計画の期間は、令和８年７月３１日から令和１３年７月３０日までの５年間とする。 

 

２．計画の推進体制  

この計画を効果的に推進するために、消防本部総務課を中心として、行動計画の実施状 

況や、計画適正化のための見直しを行うなど、必要な措置を講じます。 

 また、毎年１回、前年度の実績等を消防組合のホームページにおいて公表します。 

 

３．目標を達成するための取り組み内容  

１．男性職員の子育て目的の休暇等の取得促進 

（１）父親となる職員に対し、配偶者の出産休暇(２日間)や育児参加のための休暇(５日間)



等の制度について、周知し、休暇取得を促進します。 

（２）子の出生後間もない時期（産後８週間）は、心身両面で女性の負担が大きいことな

どを踏まえ、特に、この時期に一定期間まとめて休暇・休業を取得することを推奨し

ます。 

（３）所属長は、休暇・休業の取得を積極的に進める雰囲気を醸成するため、職場全体に

対して、取得の意義、男性職員の育児参画がもたらす効果などを含め、取得促進に向

け積極的な声掛けを行い、休暇・休業を取得しやすい環境づくりに努めます。 

 

２．男性職員の子育て目的の休暇等の取得促進 

（１）妊娠を申し出た職員又は妊娠中の配偶者のある職員に対し、個別に育児休業等の制 

度や手続きについて説明します。 

（２）家族の看護休暇制度について周知するとともに、子どもの病気等の際には年次休暇 

取得も合わせ、１００％休暇を取得できる職場の環境づくりに努めます。 

（３）職員が休業に入る場合、代替職員の配置を考慮するなど、適切に対応します。 

 

３．超過勤務の削減 

（１）所属長は、職員の超過勤務の状況を把握し、コスト意識をもって適切な勤務時間管

理に努め、特定の職員に超過勤務が集中することのないよう、業務分担の平準化を図 

ります。 

（２）長時間勤務は、職員の心身の健康に害を及ぼすことから、心身の健康保持・増進を 図

るため、普段から全職員が相互の声掛けを行うなど、職員の健康状態に十分留意しま

す。 

 

４．休暇の取得の促進 

（１）ゴールデンウイーク期間や年末年始等と合わせた連続休暇や月曜日、金曜日と週休 

日を組み合わせた休暇の取得等、計画的な休暇の取得を促進し、心身のリフレッシュ 

に努めます。 

（２）所属長は、自らも率先して休暇を取得し、職場全体が休暇を取得しやすい雰囲気づ

くりに心がけます。また、定期的に所属職員の休暇取得状況を把握し、取得日数の少

ない職員については、休暇の取得を促します。 

（３）子どもの学校行事や家族の記念日等における休暇の取得促進を図ります。 

  

４．女性活躍推進法に関すること  

１．女性職員数の増加に向けた取組み 

（１）「女性消防吏員の活躍」について就職希望者等に周知を図る等、女性の採用試験受験

者数を増やす取組みを推進します。 



（２）ホームページ又は SNS 等を活用した広報活動を通じて当組合への認識を深めてもら 

い、採用試験受験者の確保につなげます。 

（３）女性施設の充実化等、職域拡大の取組みを行います。 

 

５．職場のハラスメント防止対策について  

若狭消防組合ハラスメント等防止に関する要綱に基づき、ハラスメント防止対策に 

 取り組み、すべての職員が個人として尊重され、男女ともに働きやすい職場環境を確立

します。 

 

６．数値目標  

１．女性消防職員の採用に関する数値目標 

  消防吏員に占める女性の割合 

   目標値：令和１２年度までに５％以上（令和６年度：２．３％） 

 

２．次世代育成支援に関する数値目標 

  年次有給休暇年間平均取得日数 

   目標値：１２日以上（令和６年度：９．４日） 

 

３．女性活躍推進と次世代育成支援に共通する数値目標 

（１）出産補助休暇取得率 

    目標値：令和１２年度までに１００％（令和６年度：０％） 

（２）育児参加休暇取得率 

    目標値：令和１２年度までに１００％（令和６年度：０％） 

（３）男性職員の育児休暇の取得率 

  ア 男性職員の育児休暇の取得率に関する数値目標 

    目標値：１００％（令和６年度：５０％） 

  イ 職員（管理職除く）の一人当たりの時間外勤務時間数 

    目標値：年間１２０時間以下（１月平均１０時間以下） 

 


